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(57)【要約】
【課題】　既設シンクを内に設置可能で、シンクそのも
のを貯水槽とし、既設水道圧（温水器圧）を利用して解
凍水或いは洗浄用水を供給することができる水循環装置
を提供する。
【解決手段】　シンク内壁に着脱自在に装着可能な吸盤
を備えた取付ボックス１０と、その一側壁に設けた給水
口１と、該給水口の取付ボックス１０内に接続された先
端が閉じたパイプの略中央上部に噴射口が形成されたノ
ズル管２と、前記噴射口を覆う位置に開口するパイプで
あって、ノズル管２との間に貯留水が流れ込む隙間Ｓを
開けて配設された吐水管３ａと、吐水管３ａを取付ボッ
クスの上面中央に貫通させて設けた吐水口３とから構成
されることを特徴とする水循環装置。
【選択図】　図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　貯水槽の貯留水の水面下に設けられ連結された水道水を微細な噴射口から噴出するノズ
ルと、該ノズルからの噴出水と同軸に且つノズルと間隔を開けて入り口開口が水面下に設
けられ、水面上に出口開口を配設した吐水管とからなり、前記ノズルから放出される噴出
水により吐水管の入り口開口に貯留水を吸引し、前記出口開口から前記噴出水と吸引した
貯留水を吐き出すことを特徴とする水循環装置。
【請求項２】
　前項の水循環装置は、加えて、前記貯水槽の排水口（トラップ）を覆う径と、所望の貯
留水の深さを有する円筒パイプで、パイプ底面にシンクと密着するゴムパッキンを備え、
パイプ上面に少なくとも３箇所以上の突起部が形成されたオーバーフローパイプと、前記
吐水管の出口開口近傍に取付けられ吐き出された貯留水を貯水槽上で広い範囲に散布させ
る羽根車を備えることを特徴とする請求項１記載の水循環装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、解凍など長時間かつ大量の流水を供給するための水循環装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、冷凍魚介類の凍結を解かすには、室温に保持による自然解凍、冷蔵庫内での解凍
、流水による解凍がなされているが、自然解凍及び冷蔵庫内解凍では時間がかかり、一方
流水による解凍は短時間の解凍に適しているが、水道及び下水道料金がかさむ問題があっ
た。
【０００３】
　これらの問題を解決するため、水を循環させることにより、大量の水を貯留することな
く、且つ水道料金を少なくし、下水道への流水放出を少なくするための冷凍魚介類の解凍
装置が特許文献１に開示されている。
【０００４】
　しかしながら、装置そのものの容積が大きく、設置場所を占有し、さらに解凍用水の貯
留タンクから水を循環させるためのポンプを有することから装置運転に電力を消費するも
のであった。
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－３４５８３３号公報（第２、３頁、第１図）
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　本考案は、前記の問題を解決するため、既設シンク内に設置可能で、シンクそのものを
貯水槽とし、既設水道圧（或いは温水器圧）を利用し解凍用水又は洗浄用水を供給するこ
とができる水循環装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本考案の水循環装置は、貯水槽の貯留水の水面下に設けられ連結された水道水を微細な噴
射口から噴出するノズルと、該ノズルからの噴出水と同軸に且つノズルと間隔を開けて入
り口開口が水面下に設けられ、水面上に出口開口を配設した吐水管とからなり、前記ノズ
ルから放出される噴出水により吐水管の入り口開口に貯留水を吸引し、前記出口開口から
前記噴出水と吸引した貯留水を吐き出すことを特徴とする。
【０００８】
　また、前記水循環装置は、加えて、前記貯水槽の排水口（トラップ）を覆う径と、所望
の貯留水の深さを有する円筒パイプで、パイプ底面にシンクと密着するゴムパッキンを備
え、パイプ上面に少なくとも３箇所以上の突起部が形成されたオーバーフローパイプと、
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前記吐水管の出口開口近傍に取付けられ吐き出された貯留水を貯水槽上で広い範囲に散布
させる羽根車を備えることを特徴とする。
【考案の効果】
【０００９】
　本考案によれば、水道水圧または温水器水圧を利用し、噴出水の２倍から５倍の貯留水
を吸引して吐出させることができるため、少量の水道料金で、長時間にわたる大量流水を
供給することができる。
【００１０】
　また、オーバーフローパイプを用いれば既設のシンクを利用して貯水槽とすることがで
きるため、新たな設備を要せず、更にポンプなどを用いないため電気料金もかからない。
さらに、吐水管の出口開口近傍に羽根車を取付けることによれば、冷凍食品の解凍などの
際に、流水を被解凍物の表面に散布することができ、解凍面積を広く且つ解凍時間を短く
することができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本考案の水循環装置の実施の形態を説明する。図１は本考案の水
循環装置で、（ａ）は正面図、（ｂ）は平面図である。
【００１２】
　水循環装置１００は、取付ボックス１０の一側壁１０ｂに設けた給水口１を備え、その
給水口１の取付ボックス内には、先端が留めボルト２ｂで閉じられたパイプの略中央上部
に噴射口２ａが形成されたノズル管２が接続されている。なお、図１（ａ）は、内部を示
すため取付ボックス１０の正面側壁を透視した状態を示している。
【００１３】
　また、前記噴射口２ａを覆う上部位置には、吐水管３ａの入り口開口がノズル管２との
間に貯留水が流れ込む隙間Ｓを開けて配設され、該吐水管３ａの上部は、取付ボックス１
０の上面１０ａ中央を貫通させ、吐水口３が形成されている。
【００１４】
　給水口１と吐水口３は、ねじ込み着脱のオスアダプター５が用いられ給水パイプ１５（
図３参照）又は吐水パイプ１６のメスアダプターで着脱自在に接続可能としている。
　すなわち、この実施の形態の吐水管は、吐水管３ａとそれに接続されるフレキシブルパ
イプからなる吐水パイプ１６で構成している。
【００１５】
　この実施の形態では、前記ノズル管２の噴射口２ａは、１．３ｍｍ径の微細な開口とし
、既設水道圧をかけることにより勢いのある噴射水を吐水管３ａに向けて噴出させると共
に、そのジェット流により吐水管３ａとノズル管２との隙間Ｓから貯留水を吸引して吐水
口３から吐き出す。
【００１６】
　本考案の水循環装置１００によれば、水道水の供給量毎分２リットルに対し、貯留水を
吸い上げた吐水量は毎分１０リットルを得ることができる。
【００１７】
　なお、前記取付ボックス１０の側壁及び上下面には貯留水が流入可能な開口１１を複数
箇所設けてある。
【００１８】
　図１（ｂ）に示すように、取付ボックス１０の一方の側壁には、水循環装置１００を貯
留水の水面下のシンク内壁に接着するための吸盤１３が設けてある。
【００１９】
　また、取付ボックス１０の上面１０ａには、シンク内で貯留水が流入した際に、取付ボ
ックス１０内の空気を抜くための開口１１を設けてある。この上面１０ａの開口は貯留水
の水位が上面１０ａを超えた場合は貯留水の流入口となる。
【００２０】
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　　また、図示のようにノズル管２の中央上部に穿孔された噴射口２ａは、吐水管３ａの
開口の中央に位置しており、上方に噴出する水流Ａが吐水管３ａ内を負圧にし、取付ボッ
クス１０内の貯留水を吐水管３ａ内に吸い込む（矢印Ｂ）。
【００２１】
　図２は、本考案のオーバーフローパイプを示す斜視図である。
【００２２】
　オーバーフローパイプ２０は、シンクの排水口（トラップ）を覆う径を有するパイプ本
体２１を、シンク内に貯留させたい貯留水の水位の高さに切断した円筒パイプで、パイプ
本体２１の底面に円環状のゴムパッキン２２を接着し、パイプ本体２１の上面に複数個所
の突起部２３を形成している。
【００２３】
　前記ゴムパッキン２２は、シンクの底面に密着して排水口（トラップ）を覆うと共に、
シンクに貯留される貯留水を堰き止める。
【００２４】
　オーバーフローパイプ２０は、パイプ本体２１の上部から溢れた貯留水を排水口に流す
。前記突起部２３は、流水解凍させる冷凍魚介類などの対象物を載置する食材トレイを載
せる際に、オーバーフロー排水に支障を及ぼさないための突起である。
【００２５】
　次に、本考案の水循環装置１００を用いた冷凍食品の解凍の形態を説明する。図３は、
本考案の水循環装置を既設シンクに装置した模式図である。
【００２６】
　まず、水循環装置１００をシンク３０の内壁に吸盤１３で取付け固定し、水循環装置１
００の給水口１と、水道栓３２に取付けた水道分岐栓３２ａに接続された給水パイプ１５
を接続する。一方吐水口３には吐水パイプ１６を接続する。
【００２７】
　また、シンク３０の排水口（トラップ）３１の上にはオーバーフローパイプ２０を載せ
、貯留水１９がオーバーフローパイプ２０の高さの水位１９ａまで流れ出さないようにす
る。
【００２８】
　オーバーフローパイプ２０の突起部２３上には食材トレイ１７を置きその中に解凍した
い冷凍食品３３を載せる。水循環装置１００に接続した吐水パイプ１６は、冷凍食品３３
に吐き出した水があたる方向に向けておく。
【００２９】
　水道分岐栓３２ａを開けて給水パイプ１５を介して供給された流水は、吐水パイプ１６
から放出され、冷凍食品３３を流水解凍させながら食材トレイ１７に溜まり、更にオーバ
ーフローしてシンク３０内に貯留水１９として貯められる。
【００３０】
　貯留水１９は、開口１１から取付ボックス１０内に流入し、前記吐水管３ａの開口の水
位まで達したときには、噴射口２ａからの水道水流Ａによる負圧により隙間Ｓから吸引さ
れ吐水口３を経て吐水パイプ１６に導かれて冷凍食品３３に向けて吐水１８される。
【００３１】
　この状態では、吸い上げられた貯留水１９が混合された吐水１８は、供給される水道水
量に対し４～５倍の流水量となり、水道使用量を大幅に削減することができる。
【００３２】
　次第に、貯留水１９は、前記オーバーフローパイプ２０の上端まで貯まり、オーバーフ
ロー水位１９ａに達した場合は、オーバーフローパイプ２０の上端から排水口３１（トラ
ップ）内に排出される。
【００３３】
　吐水パイプ１６の先端出口近傍には、吐水１８を広い範囲に散布するための羽根車２５
を装着している。図４は羽根車の正面図である。
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【００３４】
　羽根車２５は、軸支部材２５ａの一端に吐水パイプ１６に装着するためのクリップ２５
ｄを備え、他端に複数枚の羽根２５ｃを固定する回転円板２５ｂを軸２５ｅで回転可能に
軸支した構成である。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本考案の水循環装置で、（ａ）は正面図、（ｂ）は平面図である。
【図２】本考案のオーバーフローパイプを示す斜視図である。
【図３】本考案の水循環装置を既設シンクに装置した模式図である。
【図４】本考案の羽根車の正面図である。
【符号の説明】
【００３６】
　　　１　　給水口
　　　２　　ノズル管
　　　２ａ　噴射口
　　　２ｂ　留めボルト
　　　３　　吐水口
　　　３ａ　吐水管
　　　５　　オスアダプター
　　１０　　取付ボックス
　　１０ａ　上面
　　１０ｂ　側壁
　　１１　　開口
　　１２　　脚
　　１３　　吸盤
　　１５　　給水パイプ
　　１６　　吐水パイプ
　　１７　　食材トレイ
　　１８　　吐水
　　１９　　貯留水
　　２０　　オーバーフローパイプ
　　２１　　パイプ本体
　　２２　　ゴムパッキン
　　２３　　突起部
　　２５　　羽根車
　　２５ａ　軸支部材
　　２５ｂ　回転円板
　　２５ｃ　羽根
　　２５ｄ　クリップ
　　２５ｅ　軸
　　３０　　シンク
　　３１　　排水口（トラップ）
　　３２　　水道栓
　　３２ａ　水道分岐栓
　　３３　　冷凍食品
　１００　　水循環装置
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